ＪＣカップ　Ｕ－１１少年少女サッカー全国大会秋田県予選
大会趣旨
【趣旨】
２０２０年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の波及効果に期待を高めている地域は、コミュニティ再生や人材育成に寄与するスポーツの振興に意欲を高めており、独自の政策を展開し地域を活性化させる好機を迎えようとしています。
地域が自立的に発展し活性化していくためには、スポーツの生み出す感動と共に行き交う人々で溢れ、地域スポーツの振興を通じた交流人口の拡大を生み、異なる地域を相互に発展させる有機的な連携を創出する仕組みが必要です。
人々が関わり集う仕組みづくりを構築することで地域の未来に向けて希望をもたらす人材を育み、地域内の多様なコミュニティの新たな連携体制を創出すると共に、異なる地域同士が相互に発展する関係性を生み出すものとなるよう「ＪＣカップ　Ｕ－１１少年少女サッカー大会秋田県予選」を開催します。
なお、本大会は公益社団法人日本青年会議所と一般社団法人日本サッカー名蹴会の共催による「第４回ＪＣカップ　Ｕ－１１少年少女サッカー全国大会」の予選大会である、２０１８年７月３１日（日）に山形県酒田市庄内空港緩衝緑地多目的広場で行われる「第４回ＪＣカップ　Ｕ―１１少年少女サッカー東北地区予選大会」の予選も兼ねており、優勝チームは原則として出場することとなります。
　皆様には、本大会の趣旨をご理解の上、何卒温かいご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
≪開催の意義と成果≫
１、サッカーを通して、チームワークの大切さを学び、「努力すること」や「思いやり」など、心豊かな青少年育成の機会を創出することができる。
２、「第４回ＪＣカップ　Ｕ－１１少年少女サッカー全国大会」出場という「夢」を子供たちに与え、通年を通した鍛錬の励みとすることができる。
３、青年会議所が目指す「明るい豊かな社会づくり」を実現していく上での一事業であり、「心豊かな青少年の育成」を推進できる。
